褥瘡対策委員会　議事録

開催日　　平成２０年　３月１９日　（水）　　　　　　　　　　　　開催回数　第１１回
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議事録

＜連絡事項＞

· 今回、業務で参加できない職員がいますが、委員会も業務の一貫なので参加するようにして下さい。

· 今年度分の褥瘡の統計を事業報告書作成時に使用しますので、パソコンへ書き込みお願いします。
＜今月の発生・治癒者＞

南山苑・病院ともになし

＜南山苑での現在の問題点＞

· 褥瘡が悪化している方がいる。

　　　柳町弘様　→右踵の方の褥瘡は上皮形成され、よくなってきているが、仙骨部にポケットが出来ており、黄色壊死もみられ、現在ゲーベンCr使用中

　　　　　改善策①体圧分散マットレスの私用

　　　　　　　　②体位変換の徹底（体位変換表はあるも実施できていない）

　　　　　　　　③失禁が多く、１日１～２回失禁有り衣類交換しているため、オムツ交換時間を増やし、経過を見ていくこととしている

　　　　　　　　④食事摂取量の観察

　　　　　　　　⑤糖尿病があるため、血糖コントロールをする（今月採血の実施）

　　　　　　　　　必要時、褥瘡セットを実施していく

　　　　　　　　⑥両下肢に浮腫もあるため、その他にも褥瘡発生しないように皮膚の観察を

　　　　　　　　　していく

　　　谷川はる様→最近再び褥瘡が悪化してきた為、前の様にパットをじゃばら折にし、様子を見ていく。

　　　　　　　　　また、車椅子の姿勢にも気を配り、９０度座位を保てるようにしていく

南山苑の褥瘡委員は他のスタッフへきちんと指導し、創の改善につなげていくようにしてくださ

い。協力宜しくお願いします。

＜来年度の委員会について＞

・書類の保管方法

次年度は、原本を診療録または、経過録へはさめ、もう一枚をパソコンへ保管することとする。

書類の提出の経過が分かる様に、表を作成し、紛失のないようにしていく。

・書類の作成方法

来年度は、南山苑も書類をパソコン打ち込みにしていきます。昨年度はなかなか書類作成が思う

ように行かない状態でしたが、次年度は、初めに書類の作成方法の説明をし、実施していきたい

と思っていますので宜しくお願いします。

今回で今年度最後の委員会でした。昨年度に比べ、委員会の出席率も良く、委員一人一人が頑張ったと思います。お疲れ様でした。









